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＊肘強要旨
Gossmann Hilaria氏は、事件がマスコミによって報道され、それをもとに文学作品が、さらに映画
が作られたが、逆に映画や文学作品はマスコミにどう評価され、また世論にどのような影響を与えた
か、と尋ね、発表者は、文学作品については調べていない、映画については、抽象化しすぎている、
とか、事件を自己の思想を投影する手段として利用したに過ぎない、という批評があった、私は文学
作品についても同様のことが言えると思う、と答えた。
山口博氏は、この発表を採用した意図は、映像表現と文学作品の差異を知りたかったからで、今回
の発表では、脚本を読むだけでもできるような内容になっている、映像ならではの特徴はあるのか、
と尋ね、発表者は、映画の中に、現実の事件の現場の映像を挿入している点が、現実と虚構を越境さ
せる映画ならではの手法である、と答えた。
座長の潟沼誠二氏は、かつてこの映画を見たとき、ぎらぎらと照りつける太陽と、深い闇とのコン
トラストが印象的で、あったが、映画の内容は特にこの文学作品の影響が強い、といったことは言える
のか、と尋ね、発表者は、主人公の生活や性格は、マスコミ報道をそのまま利用している、しかし作
品の主題は「他者」と「国家」に変質していて、在日朝鮮人問題は薄められている、と答えた。
目野由希氏は、大島渚はヌーベルパーグの影響の強い作家として登場し、次第にセクシャリティを
主題とする方向に変わっていった、「絞死刑Jは、 60年代の映画や文学作品にあった、貧しくけなげ、
という在日朝鮮人少年のステレオタイプを踏まえつつ、男性のセクシャリティの表現が見られ、彼の
作品の転換点になったのではないか、と尋ね、発表者は、主人公の映像表現に、上半身裸とか、顔の
クローズアップとかに、セクシャリティの表現が見られる、ただし私の興味は在日朝鮮人の形象なの
で、今回の発表では詳しく触れなかった、と答えた。
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